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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】鼻を美容整形することができる鼻補正器具を提
供する。
【解決手段】鼻補正器具Ａは、チタンワイヤを折り曲げ
て、Ｕ字状の上側Ｕ字状部１、２および下側Ｕ字状部３
、４と、バネ状部５とを形成し、鼻パッド６（シリコン
製）の連結部を各Ｕ字状部に嵌め込んでなる。この鼻補
正器具Ａは、下側Ｕ字状部３、４に位置する左右の鼻パ
ッド６が大鼻翼軟骨を押圧し、上側Ｕ字状部１、２に位
置する左右の鼻パッド６が外側鼻軟骨を押圧する様に、
鼻に１日、３０分程度、取り付けることにより、美鼻に
するのにかかせない箇所のみをピンポイントで押圧する
ので、強力に鼻形の補正を行うことができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤ一端に略Ｕ字状に形成した左側Ｕ字状部と、
　ワイヤ他端に略Ｕ字状に形成した右側Ｕ字状部と、
　前記左側Ｕ字状部の末端からワイヤが上方へ延びてＵ字状に折り返し、前記右側Ｕ字状
部の末端へ接がるバネ状部とをバネ性を有する１本の金属ワイヤを折り曲げて形成し、
　押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および外側押圧部を連結部で
連結した軟質樹脂製の２個の鼻パッドとからなり、これら鼻パッドの前記連結部を各Ｕ字
状部に嵌め込んでなる鼻補正器具であって、
　鼻に所定時間、取り付け、前記左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨および外側鼻軟骨を押圧す
ることにより鼻を美容整形することを特徴とする鼻補正器具。
【請求項２】
　ワイヤ一端、ワイヤ他端に対向して形成した一対の上側Ｕ字状部と、
　これら上側Ｕ字状部の下方に対向して形成した一対の下側Ｕ字状部と、
　左側に位置する前記下側Ｕ字状部の末端から、左側に位置する前記上側Ｕ字状部の内方
側を通ってワイヤが上方へ延びてＵ字状に折り返し、右側に位置する前記上側Ｕ字状部の
内方側を通って下方へ延びて右側に位置する前記下側Ｕ字状部の末端へ接がるバネ状部と
をバネ性を有する１本の金属ワイヤを折り曲げて形成し、
　押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および外側押圧部を連結部で
連結した軟質樹脂製の四個の鼻パッドとからなり、これら鼻パッドの前記連結部を各Ｕ字
状部に嵌め込んでなる鼻補正器具であって、
　前記下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧し、前記上側Ｕ字状部
に位置する左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧する様に、鼻に所定時間、取り付けて鼻を
美容整形することを特徴とする鼻補正器具。
【請求項３】
　ワイヤ一端、ワイヤ他端に対向して形成した一対の上側Ｕ字状部と、
　これら上側Ｕ字状部の下方に対向して形成した一対の下側Ｕ字状部と、
　左側に位置する前記下側Ｕ字状部の末端から、左側に位置する前記上側Ｕ字状部の内方
側を通ってワイヤが上方へ延びてＵ字状に折り返し、右側に位置する前記上側Ｕ字状部の
内方側を通って下方へ延びて右側に位置する前記下側Ｕ字状部の末端へ接がるバネ状部と
をバネ性を有する１本のチタンワイヤを折り曲げて形成し、
　押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および外側押圧部を連結部で
連結したシリコン製の四個の鼻パッドとからなり、これら鼻パッドの前記連結部を各Ｕ字
状部に嵌め込んでなる鼻補正器具であって、
　前記下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧し、前記上側Ｕ字状部
に位置する左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧する様に、鼻に所定時間、取り付けて鼻を
美容整形することを特徴とする鼻補正器具。
【請求項４】
　前記鼻パッドは、前記内側押圧部の厚みと、前記外側押圧部の厚みとが異なることを特
徴とする請求項２または請求項３に記載の鼻補正器具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、鼻を美容整形するための鼻補正器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、複数の押圧ポイントを有する治療的美容マスクが開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特表２００７－５１２０５１号
【考案の開示】
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【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の治療的美容マスクは、見栄えが悪く、重量も重いので使い勝手に劣る。
【０００５】
　本考案の目的は、鼻を美容整形することができる鼻補正器具の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
〔請求項１について〕
　鼻補正器具は、バネ性を有する１本の金属ワイヤを折り曲げて、左側Ｕ字状部と右側Ｕ
字状部とバネ状部とをバネ性を有する１本の金属ワイヤを折り曲げて形成し、各鼻パッド
の連結部を各Ｕ字状部に嵌め込んでなる。
　鼻パッドは、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および外側押圧
部を連結部で連結した軟質樹脂製である。
　この鼻補正器具を鼻に所定時間、取り付ければ、左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨および外
側鼻軟骨を押圧するので、鼻を美容整形することができる。
【０００７】
　鼻補正器具は、左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧するため、軟骨をストレッチさせる
ことができ、鼻先を尖らせることができる。また、左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧す
るため、軟骨がストレッチされて伸びるので、鼻筋を高く長くでき、鼻先の形状を整える
ことができる。
　鼻補正器具は、鼻が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き鼻を、
美形の鼻に補正することができる。
【０００８】
〔請求項２について〕
　鼻補正器具は、バネ性を有する１本の金属ワイヤを折り曲げて、一対の上側Ｕ字状部と
、一対の下側Ｕ字状部と、バネ状部とを形成し、鼻パッド（軟質樹脂製）の連結部を各Ｕ
字状部に嵌め込んでなる。
　上側Ｕ字状部は、ワイヤ一端およびワイヤ他端に、対向して形成されている。
　下側Ｕ字状部は、左右の上側Ｕ字状部の下方に、対向して形成されている。
　左側に位置する下側Ｕ字状部の末端から、左側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通っ
てワイヤが上方へ延びてＵ字状に折り返し、右側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通っ
て下方へ延びて右側に位置する下側Ｕ字状部の末端へ接がる様にバネ状部が形成されてい
る。
【０００９】
　鼻パッド（四個）は、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および
外側押圧部を連結部で連結している。
　下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧し、上側Ｕ字状部に位置す
る左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧する様に、鼻補正器具を鼻に所定時間、取り付けれ
ば、鼻が美容整形される。
【００１０】
　鼻補正器具は、下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨をピンポイントで
押圧するため、軟骨をストレッチさせることができ、鼻先を尖らせることができる。
　また、鼻補正器具は、上側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが外側鼻軟骨をピンポイ
ントで押圧するため、軟骨がストレッチされて伸びるので、鼻筋を高く長くでき、鼻先の
形状を整えることができる。
【００１１】
　鼻補正器具は、鼻全体に押圧をかけるのではなく、美鼻にするのにかかせない箇所のみ
をピンポイントで押圧するので、強力に鼻形の補正を行うことができる。
　鼻補正器具は、鼻が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き鼻を、
美形の鼻に補正することができる。



(4) JP 3144164 U 2008.8.21

10

20

30

40

50

【００１２】
〔請求項３について〕
　鼻補正器具は、バネ性を有する１本のチタンワイヤを折り曲げて、一対の上側Ｕ字状部
と、一対の下側Ｕ字状部と、バネ状部とを形成し、鼻パッド（シリコン製）の連結部を各
Ｕ字状部に嵌め込んでなる。
　上側Ｕ字状部は、ワイヤ一端およびワイヤ他端に、対向して形成されている。
　下側Ｕ字状部は、左右の上側Ｕ字状部の下方に、対向して形成されている。
　左側に位置する下側Ｕ字状部の末端から、左側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通っ
てワイヤが上方へ延びてＵ字状に折り返し、右側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通っ
て下方へ延びて右側に位置する下側Ｕ字状部の末端へ接がる様にバネ状部が形成されてい
る。
【００１３】
　鼻パッド（四個）は、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部および
外側押圧部を連結部で連結している。
　下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧し、上側Ｕ字状部に位置す
る左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧する様に、鼻補正器具を鼻に所定時間、取り付けれ
ば、鼻が美容整形される。
【００１４】
　鼻補正器具は、下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨をピンポイントで
押圧するため、軟骨をストレッチさせることができ、鼻先を尖らせることができる。
　また、鼻補正器具は、上側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが外側鼻軟骨をピンポイ
ントで押圧するため、軟骨がストレッチされて伸びるので、鼻筋を高く長くでき、鼻先の
形状を整えることができる。
【００１５】
　鼻補正器具は、鼻全体に押圧をかけるのではなく、美鼻にするのにかかせない箇所のみ
をピンポイントで押圧するので、強力に鼻形の補正を行うことができる。
　鼻補正器具は、鼻が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き鼻を、
美形の鼻に補正することができる。
【００１６】
　金属ワイヤの材質がチタンであるので、バネ状部が鼻の皮膚に当っても、皮膚刺激が少
なく、炎症やかぶれ等を防止できる。
　鼻の軟骨を押圧する鼻パッドがシリコン製であるので、雑菌の増殖が抑えられ衛生的で
ある。
【００１７】
〔請求項４について〕
　鼻パッドは、内側押圧部の厚みと、外側押圧部の厚みとが異なる様に設定されているた
め、押圧の強弱を選ぶことができる。
　内側押圧部の厚みが外側押圧部の厚みより厚くなる様に、鼻パッドの連結部をＵ字状部
へ嵌め込んだ場合には、強い押圧力で軟骨を押圧するため、強力に鼻形を美容整形するこ
とができる。
【００１８】
　また、内側押圧部の厚みが外側押圧部の厚みより薄くなる様に、鼻パッドの連結部をＵ
字状部へ嵌め込んだ場合には、弱い押圧力で軟骨を押圧するため、痛みや違和感が無く、
鼻形を美容整形することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１９】
鼻補正器具は、１本のチタンワイヤを折り曲げて、一対の上側Ｕ字状部と、一対の下側Ｕ
字状部と、バネ状部とを形成し、鼻パッド（シリコン製）の連結部を各Ｕ字状部に嵌め込
んでなる。
　上側Ｕ字状部は、ワイヤ一端およびワイヤ他端に、対向して形成されている。下側Ｕ字
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状部は、左右の上側Ｕ字状部の下方に、対向して形成されている。左側に位置する下側Ｕ
字状部の末端から、左側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通ってワイヤが上方へ延びて
Ｕ字状に折り返し、右側に位置する上側Ｕ字状部の内方側を通って下方へ延びて右側に位
置する下側Ｕ字状部の末端へ接がる様にバネ状部が形成されている。
【００２０】
　鼻パッド（四個）は、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部（肉厚
大）および外側押圧部（肉厚小）を連結部で連結してなり、略そらまめ状を呈する。
　この鼻補正器具は、下側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが大鼻翼軟骨を押圧し、上
側Ｕ字状部に位置する左右の鼻パッドが外側鼻軟骨を押圧する様に、鼻に１日、３０分程
度、取り付ける。
【００２１】
　この鼻補正器具は、鼻全体に押圧をかけるのではなく、美鼻にするのにかかせない箇所
のみをピンポイントで押圧するので、強力に鼻形の補正を行うことができる。具体的には
、鼻が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き鼻を、美形の鼻に補正
することができる。
【００２２】
　金属ワイヤの材質がチタンであるので、バネ状部が鼻の皮膚に当っても、皮膚刺激が少
なく、炎症やかぶれ等を防止できる。また、鼻の軟骨を押圧する鼻パッドがシリコン製で
あるので、雑菌の増殖が抑えられ衛生的である。
【実施例１】
【００２３】
　本考案の実施例１（請求項２、３、４に対応）を図１～図４に基づいて説明する。
　鼻補正器具Ａは、ワイヤ（チタン製）を折り曲げて、Ｕ字状の上側Ｕ字状部１、２およ
び下側Ｕ字状部３、４と、バネ状部５とを形成し、鼻パッド６（シリコン製）の連結部６
１を各Ｕ字状部に嵌め込んでなる。
【００２４】
　上側Ｕ字状部１、２は、略Ｕ字状を呈し、ワイヤ一端（図示右側）、他端（図示左側）
に、対向して形成されている。
　下側Ｕ字状部３、４は、左右の上側Ｕ字状部１、２（図示右側、左側）の下方に、対向
して形成されている。
【００２５】
　バネ状部５は、美鼻整形希望者７の鼻７１に装着した際に、左側に位置する下側Ｕ字状
部３の末端３１から、左側に位置する上側Ｕ字状部１の内方側を通ってワイヤが上方へ延
びて大きくＵ字状に折り返し、右側に位置する上側Ｕ字状部２の内方側を通って下方へ延
びて右側に位置する下側Ｕ字状部４の末端４１へ接がる様に形成されている。
【００２６】
　鼻パッド６（四個）は、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、肉厚大の押圧部
６２（内側押圧部）および肉厚小の押圧部６３（外側押圧部）を連結部６１で連結してい
る。この鼻補正器具Ａは、下側Ｕ字状部４に位置する左右の鼻パッド６が大鼻翼軟骨６４
を押圧し、上側Ｕ字状部１に位置する左右の鼻パッド６が外側鼻軟骨６５を押圧する様に
、鼻７１に、１日、３０分程度、取り付ける（図３参照）。
【００２７】
　本実施例の鼻補正器具Ａは、下記の利点を有する。
　鼻補正器具Ａは、下側Ｕ字状部４に位置する左右の鼻パッド６が大鼻翼軟骨６４をピン
ポイントで押圧するため、軟骨をストレッチさせることができ、鼻先を尖らせることがで
きる。また、鼻補正器具Ａは、上側Ｕ字状部１に位置する左右の鼻パッド６が外側鼻軟骨
６５をピンポイントで押圧するため、軟骨がストレッチされて伸びるので、鼻筋を高く長
くでき、鼻先の形状を整えることができる｛図３の（ａ）→図３の（ｂ）｝。これにより
、鼻７１が美容整形される。
【００２８】
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　鼻補正器具Ａは、鼻全体に押圧をかけるのではなく、美鼻にするのにかかせない箇所の
みをピンポイントで押圧するので、強力に鼻形の補正を行うことができる。
　鼻補正器具Ａは、鼻７１が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き
鼻を、美形の鼻７１に補正することができる。
【００２９】
　金属ワイヤの材質がチタンであるので、バネ状部５が鼻７１の皮膚に当っても、皮膚刺
激が少なく、炎症やかぶれ等を防止できる。
　鼻７１の軟骨を押圧する鼻パッドがシリコン製であるので、雑菌の増殖が抑えられ衛生
的である。
【００３０】
　鼻補正器具Ａの鼻パッド６は、押圧部 (内側押圧部）６２の厚みと、押圧部 (外側押圧
部）６３の厚みとが異なる様に設定されているので、押圧の強弱を選ぶことができる。図
２の状態では、強い押圧力で軟骨を押圧するため、強力に鼻形を美容整形することができ
る。
　また、図４の状態では、弱い押圧力で軟骨を押圧するため、痛みや違和感が無く、鼻形
を美容整形することができる。
【実施例２】
【００３１】
　本考案の実施例２（請求項１に対応）を図５および図６に基づいて説明する。
　鼻補正器具Ｂは、ワイヤ（チタン製）を折り曲げて、Ｕ字状のＵ字状部８１、８２と、
バネ状部８３とを形成し、鼻パッド９（シリコン製）の連結部９１をＵ字状部８１、８２
に嵌め込んでなる。
【００３２】
　鼻パッド９は、押圧部外面が曲面で押圧部内面が平坦である、内側押圧部９２および外
側押圧部９３を連結部９１で連結した軟質樹脂製である。
　この鼻補正器具Ｂを鼻７１に１日、３０分程度、取り付ければ、左右の鼻パッド９が大
鼻翼軟骨および外側鼻軟骨を押圧するので、鼻７１を美容整形することができる。
【００３３】
　鼻補正器具Ｂは、左右の鼻パッド９が大鼻翼軟骨を押圧するため、軟骨をストレッチさ
せることができ、鼻先を尖らせることができる。また、左右の鼻パッド９が外側鼻軟骨を
押圧するため、軟骨がストレッチされて伸びるので、鼻筋を高く長くでき、鼻先の形状を
整えることができる。
　鼻補正器具Ｂは、鼻が低いペチャ鼻、団子の様な団子鼻、鼻穴が上を向いた上向き鼻を
、美形の鼻に補正することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本考案の実施例１にかかる鼻補正器具を鼻に装着した状態を示す説明図である。
【図２】その鼻補正器具（押圧力大）の説明図である。
【図３】（ａ）は、未装着時における美鼻整形希望者の鼻の状態を示す説明図であり、（
ｂ）は、鼻補正器具を美鼻整形希望者の鼻に装着した状態を示す説明図である。
【図４】鼻補正器具（押圧力小）の説明図である。
【図５】本考案の実施例２にかかる鼻補正器具を鼻に装着した状態を示す説明図である。
【図６】（ａ）、（ｂ）は、その鼻補正器具の斜視図である。
【符号の説明】
【００３５】
Ａ、Ｂ　鼻補正器具
１、２　上側Ｕ字状部
３、４　下側Ｕ字状部
５、８３　バネ状部
６、９　鼻パッド
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３１、４１　末端
６１、９１　連結部
６２、９２　押圧部（内側押圧部）
６３、９３　押圧部（外側押圧部）
７１　鼻
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【図１】
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【図２】
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